
【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 × 過疎計画掲載 〇

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

6－1－1 －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

19,800,000 38,900,000 18,800,000 77,500,000 16,000,000 0 93,500,000

50,000,000 26,500,000 33,800,000 110,300,000 0 0 110,300,000

0 0 0 0

829,000 15,978,000 43,541,000 60,348,000 0 0 60,348,000

0 0 0 0

61,097,000 61,097,000 61,097,000 183,291,000 78,741,000 78,741,000 237,624,000 74,741,000 78,741,000 78,741,000 78,741,000 310,964,000 731,879,000

41,236,000 9,811,000 15,247,000 66,294,000 64,142,000 0 130,436,000

15,420,429 42,768,009 41,426,043 99,614,481 0 0 99,614,481

61,097,000 61,097,000 61,097,000 183,291,000 78,741,000 78,741,000 237,624,000 74,741,000 78,741,000 78,741,000 78,741,000 310,964,000 731,879,000

61,865,000 64,689,000 77,588,000 204,142,000 0 0 80,142,000 0 0 0 0 0 284,284,000

65,420,429 69,268,009 75,226,043 209,914,481 0 0 0 0 0 0 0 0 209,914,481

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

実績との比較
（増減理由）

維持管理経費等
の増による委託
料経費の増

維持管理経費等
の増による委託
料経費の増

光熱水費の減に
よる委託料の減

前年度予算と
の比較

（増減理由）

小破修繕以外を
直営化したこと
による委託料経
費の減

維持管理経費等
の増による委託
料経費の増

維持管理経費等
の増による委託
料経費の増

維持管理経費等
の増による委託
料の増

実　績　額 0

事業費予算の
内容

委託料
　　61,865千円

委託料
　　64,689千円

委託料
　　77,588千円

委託料
　　80,142千円

事 業 費 合 計 計　画　額 80,142,000

予算計上額 80,142,000

予算計上額 64,142,000

実　績　額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額 80,142,000

そ の 他 計　画　額

予算計上額

予算計上額 16,000,000

実　績　額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

実　績　額

道 費 計　画　額

予算計上額

実施４カ年
合　　　計(6年度)

国 費 計　画　額

予算計上額

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

地域交流センターゆうは、市民会館の代替施設として平成19年１月７日にオープンした。
ＮＰＯ法人が指定管理者となり、独自の自主事業の展開や利活用団体に対するＰＲ行うなど、効率的で効果的な管理運営が行われている。
市からは必要最小限の事務費、自主事業費、人件費及び維持管理費を支出することとしている。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

目的
(何のために実施する
のか）

管理運営主体であるＮＰＯ法人ゆうの自主事業によって、世代間の交流や新たな文化創造が醸成され、また自由通路を
通じて東西への回遊性向上と中心市街地の活性化促進、日常的な賑わいと交流拠点施設としていくための土台となる運
営経費を委託料として支出し、民間ならではの効率的で効果的な管理運営を行っていくことを目的とする。

市から交付される委託料に加え法人の営業努力によって利用料金の収入を得、日常的な賑わいを創出するとともに、Ｎ
ＰＯ法人ゆうの構成員である事務局員、正会員（理事・監事）のほか、ボランティアが新たな芸術文化、各種イベント
を市民に提供し、賑わいの拠点施設としていく。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

指定管理団体（ＮＰＯ法人ゆう）

市民で構成するＮＰＯ法人が管理運営していることで市民の手で支えられているという意識が広がり、利用者の施設に
対する愛着度が向上して利用者数・利用料金の増加につながる。また市街地と隣接した交流センターでの自主事業を展
開することによって市街地への経済波及効果と市民への新たな芸術文化意識の醸成も期待でき、賑わい交流拠点が形成
される。

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 地域交流センター運営管理委託事業 平成18年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 3－4－1 社会教育課社会教育係



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値 2,410 2,450 2,490 2,530 2,570 2,650 2,690 2,730 2,770

実績値 1,569 2,506 2,596

計画値 59,270 59,370 60,470 62,715 63,820 64,920 66,020 67,120 68,260

実績値 24,782 44,789 50,539

達成されている

上がっている

変わらない

総合評価 良好である

自己分析：
新型コロナウイ
ルス感染症の影
響により、各指
標は計画値を大
きく下回った。
活動自粛や臨時
休館、更には感
染症防止対策等
の制約がある
中、指定管理者
が工夫を凝らし
た自主事業を展
開することに
よって、市街地
への経済波及効
果と市民への新
たな芸術文化意
識が醸成され、
賑わい交流拠点
が形成されるよ
う施設の管理環
境を整備した。

自己分析：
新型コロナウイ
ルス感染症対策
が進み臨時休館
することなく運
営でき、活動指
標は計画値を達
成した。
外出控えや利用
控えが見られる
中、成果指標は
計画値に及ばな
かったものの、
利用者数が回復
し、昨年度を大
きく上回った。

自己分析：
新型コロナウイ
ルス感染症が５
類に移行し、
様々な活動が平
常時に戻ってき
たことにより活
動指標は計画値
を達成した。
成果指標は計画
値に達しなかっ
たが、前年度を
上回り、日常的
な賑わいや市街
地への経済波及
効果、市民の新
たな芸術文化意
識の醸成に繋
がっている。

判断理由：
新型コロナウイ
ルス感染症の影
響により各指標
が計画値に及ば
ない時期もあっ
たが、感染症対
策環境の整備や
指定管理者の工
夫により回復傾
向にあり、賑わ
い交流拠点の形
成に一定の成果
があった。
効率性について
も大きく変化し
ていないことを
踏まえ、総合評
価を「良好であ
る」とした。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 現状のまま継続

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
新型コロナウイルス感染症の影響による臨時休館等により利用者数
及び来館者数が落ち込んだ時期もあったが指定管理者の工夫により
回復傾向にある。令和５年度に新型コロナウイルス感染症が５類感
染症に引き下げられたことに伴い、コロナ前同様に施設も稼働して
いくことが考えられる。市内外からの評価は高く、事業も定着して
いることから、現在の施設機能を維持していく必要があるため「現
状のまま継続」とする。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/回/年）

2,670

成果指標１
（単位/人/年）

61,570

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：利用者数 指標の求め方：施設の年間利用者及び来館者数計

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：利用回数 指標の求め方：施設の年間利用回数



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 × 過疎計画掲載 〇

事業期間

新規(予算) 建設・建設外 建設
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

2－3－1 －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

9,801,000 9,801,000 0 0 9,801,000

0 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 34,500,000 107,400,000 0 107,400,000

1,000,000 1,000,000 72,900,000 0 73,900,000

0 32,500,000 32,500,000 0 0 32,500,000

0 0 0 0

2,599,000 56,188,000 34,132,000 92,919,000 0 0 92,919,000

0 0 0 0

2,599,000 179,594,000 82,772,000 264,965,000 153,834,000 211,944,000 16,000,000 40,156,000 56,156,000 533,065,000

0 89,000 34,200,000 34,289,000 58,110,000 0 92,399,000

3,860,000 65,578,700 33,144,150 102,582,850 0 0 102,582,850

2,599,000 179,594,000 82,772,000 264,965,000 188,334,000 0 319,344,000 16,000,000 0 0 40,156,000 56,156,000 640,465,000

2,599,000 67,078,000 68,332,000 138,009,000 0 0 131,010,000 0 0 0 0 0 269,019,000

3,860,000 65,578,700 65,644,150 135,082,850 0 0 0 0 0 0 0 0 135,082,850

目的
(何のために実施する
のか）

地域交流センターの既存設備・備品等の改修・更新を効果的・効率的・計画的に推進することにより、安心・安全に活
用できる施設環境を維持・保全するため。

施設・備品等を点検し、所要の改修・更新を推進する。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

地域交流センター
市設備・備品の故障が原因で施設利用者の主催・来場者が予定した事業の使用できなくなる事態を回避し、事故なく安
心・安全に使用できる。

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 地域交流センター大規模改修事業 令和３年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 3－4－1 社会教育課社会教育係

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

地域交流センターは平成18年度の建設後15年が経過し、主要施設設備・建物に係る大規模改修を行う必要が生じてきているため、指定管理者と連携・協議を図りながら計画的に改修できるよう、令和３年度より新たな事務事業とした。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実　績　額

道 費 計　画　額

予算計上額

実施４カ年
合　　　計(6年度)

国 費 計　画　額

予算計上額

予算計上額 72,900,000

実　績　額

実　績　額

地 方 債 計　画　額 72,900,000

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額 58,110,000

そ の 他 計　画　額

予算計上額

事 業 費 合 計 計　画　額 131,010,000

予算計上額 131,010,000

予算計上額 58,110,000

実　績　額

実　績　額 0

事業費予算の
内容

修繕料
　　 2,599千円

工事請負費
　　67,078千円

工事請負費
　　68,332千円

修繕料 308千円
工事請負費
　130,702千円

前年度予算と
の比較

（増減理由）

大規模改修工事
予定等の決定に
よる増

大規模改修工事
内容の決定等に
よる増

計画的な大規模
改修に加えて必
要な改修が増え
たことによる増

実績との比較
（増減理由）

緊急修繕に係る
経費の増

入札による減 入札による減

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値 2,410 2,450 2,490 2,530 2,570 2,650 2,690 2,730 2,770

実績値 1,569 2,506 2,596

計画値 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実績値 0 0 0

達成されている

変わらない

変わらない

総合評価 良好である

自己分析：
指定管理者との
連携・協議し
て、当初より計
画していた南側
駐車場や防災設
備の改修の他に
も適宜、ボイ
ラー関連の配管
やポンプの修繕
を行い、施設利
用者が安全・安
心に活用できる
よう施設の環境
の維持・保全を
図った。
新型コロナウイ
ルス感染症の影
響により活動自
粛や臨時休館を
行ったため、活
動指標は計画値
を大きく下回っ
た。成果指標は
計画値を達成し
た。

自己分析：
新型コロナウイ
ルス感染症対策
が進み臨時休館
することなく施
設を運営し、活
動指標は計画値
を達成した。指
定管理者と連
携・協議して計
画的な改修を
行ったほか、舞
台設備やボイ
ラー施設の緊急
的な修繕を行
い、施設の維
持・保全を図り
成果指標は計画
値を達成した。

自己分析：
新型コロナウイ
ルス感染症が５
類に移行し、
様々な活動が平
常時に戻ってき
たことにより活
動指標は計画値
を達成した。
指定管理者と連
携・協議を行い
計画的な改修を
行ったほか、空
調設備の緊急的
な修繕を行い、
施設の維持・保
全を図ったた
め、成果指標は
計画値を達成し
た。

判断理由：
活動指標・成果
指標ともに計画
値を達成し、安
心・安全に活用
できる施設環境
を維持・保全す
ることに一定の
成果があった。
効率性について
も大きく変化し
ていないことを
踏まえ、総合評
価は「良好であ
る」と判断し
た。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 現状のまま継続

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：利用回数 指標の求め方：施設の年間利用回数

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：施設設備の故障による使用不能回数 指標の求め方：施設設備の故障による使用不能回数

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/回）

2,140

成果指標１
（単位/回）

0

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
建設後16年が経過し、主要施設設備・建物に係る大規模改修を行う
必要がある。指定管理者との連携・協議を行いながら施設設備の現
状を随時把握し、計画的に改修できるよう「現状のまま継続」とす
る。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 × 過疎計画掲載 ×

事業期間

新規(予算) 建設・建設外 建設
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 － － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

3,632,000 1,174,000 4,806,000 0 0 4,806,000

3,437,000 1,155,000 4,592,000 0 0 4,592,000

6,315,000 65,000 294,000 6,674,000 2,562,000 3,222,000 2,321,000 10,000 31,000 2,362,000 12,258,000

2,683,000 89,000 142,000 2,914,000 660,000 0 3,574,000

2,455,700 88,440 133,430 2,677,570 0 0 2,677,570

6,315,000 65,000 294,000 6,674,000 2,562,000 0 3,222,000 2,321,000 10,000 0 31,000 2,362,000 12,258,000

6,315,000 1,263,000 142,000 7,720,000 0 0 660,000 0 0 0 0 0 8,380,000

5,892,700 1,243,440 133,430 7,269,570 0 0 0 0 0 0 0 0 7,269,570

目的
(何のために実施する
のか）

故障等により使用不能となった地域交流センターに設置している備品を更新または、施設利用上必須となる備品を購入
することにより、施設利用に支障を生じさせないようにすることを目的とする。

施設の指定管理者であるＮＰＯ法人ゆうと備品の状態を情報を共有し把握しつつ、設置備品と同等または後継機種とな
るのものなど、適切な規格の備品に更新する。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

地域交流センター
備品が使用不能となって、施設が利用できない事態にならないよう適切に更新することにより、施設利用に支障が生じ
なくなる。

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 地域交流センター備品等整備事業 令和３年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 3－4－1 社会教育課社会教育係

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

地域交流センターは平成18年度の建設後15年が経過し、維持管理について施設設備・備品の更新を行う必要が生じてきているため、指定管理者と連携・協議を図りながら計画的に更新できるよう、令和３年度より新たな事務事業とした。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実　績　額

道 費 計　画　額

予算計上額

実施４カ年
合　　　計(6年度)

国 費 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額 660,000

そ の 他 計　画　額

予算計上額

事 業 費 合 計 計　画　額 660,000

予算計上額 660,000

予算計上額 660,000

実　績　額

実　績　額 0

事業費予算の
内容

備品購入費
　　 6,315千円

備品購入費
　　 1,263千円

備品購入費
　　　142千円

備品購入費
　　　660千円

前年度予算と
の比較

（増減理由）

購入予定備品の
決定による減

購入予定備品の
決定による減

購入予定備品の
決定による増

実績との比較
（増減理由）

入札・見積合わ
せによる減

入札による減 見積合わせによ
る減

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値 2,410 2,450 2,490 2,670 2,670 2,650 2,690 2,730 2,770

実績値 1,569 2,506 2,596

計画値 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実績値 0 0 0

達成されている

変わらない

変わらない

総合評価 良好である

自己分析：
指定管理者との
連携・協議し
て、計画してい
た大ホールのワ
イヤレスマイク
の更新等を行
い、施設利用者
が安全・安心に
活用できるよう
施設の環境の維
持・保全を図っ
た。
新型コロナウイ
ルス感染症の影
響により活動自
粛や臨時休館を
行ったため、活
動指標は計画値
を大きく下回っ
た。成果指標は
計画値を達成し
た。

自己分析：
新型コロナウイ
ルス感染症対策
が進み臨時休館
することなく施
設を運営し、活
動指標は計画値
を達成した。指
定管理者と連
携・協議して計
画的な備品整備
を行い、施設の
環境維持・保全
を図り成果指標
は計画値を達成
した。

自己分析：
新型コロナウイ
ルス感染症が５
類に移行し、
様々な活動が平
常時に戻ってき
たことにより活
動指標は計画値
を達成した。
指定管理者と連
携・協議を行い
計画的な備品整
備を行い、施設
の環境維持・保
全を図ったた
め、成果指標は
計画値を達成し
た。

判断理由：
活動指標・成果
指標ともに計画
値を達成し、安
心・安全に活用
できる施設環境
を維持・保全す
ることに一定の
成果があった。
効率性について
も大きく変化し
ていないことを
踏まえ、総合評
価は「良好であ
る」と判断し
た。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 現状のまま継続

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：利用回数 指標の求め方：施設の年間利用回数

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：施設設備の故障による年間不能回数 指標の求め方：施設設備の故障による年間不能回数

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/回/年）

2,670

成果指標１
（単位/回/年）

0

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
建設後16年が経過し、主要設備・備品の更新行う必要が生じてきて
いる。指定管理者との連携・協議を行いながら備品の現状を随時把
握し、計画的に更新できるよう「現状のまま継続」とする。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 × 過疎計画掲載 ×

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 － － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

300,000 300,000 0 0 300,000

0 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

324,000 324,000 324,000 972,000 324,000 324,000 972,000 324,000 324,000 324,000 324,000 1,296,000 3,240,000

24,000 324,000 324,000 672,000 324,000 0 996,000

0 324,000 324,000 648,000 0 0 648,000

324,000 324,000 324,000 972,000 324,000 324,000 972,000 324,000 324,000 324,000 324,000 1,296,000 3,240,000

324,000 324,000 324,000 972,000 0 0 324,000 0 0 0 0 0 1,296,000

0 324,000 324,000 648,000 0 0 0 0 0 0 0 0 648,000

目的
(何のために実施する
のか）

自らが企画・運営して、文化活動を行っているすべての市民が日頃の成果を発表する場を設け、また、多くの人に鑑賞
してもらうことで、その学習成果の地域への還元及び技術面・活動意欲の向上を図るとともに、一般市民の文化活動へ
の関心を高め、砂川市の文化活動が活性化される。

市民文化祭参加団体（公民館グループサークル・文化協会加盟団体・ふれあいセンターサークル・一般参加団体・個
人）により準備運営全般にわたり協議する実行委員会が組織されていて、その実行委員会に交付金を交付することによ
り、市民文化祭が実施される。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

市民文化祭実行委員会
市民文化祭に多くの人に参画・鑑賞してもらうことにより、学習成果の地域への還元や技術面・活動意欲の向上を図る
機会が確保される。

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 市民文化祭実行委員会交付金事業 昭和43年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 3－4－1 社会教育課社会教育係

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

昭和43年度より市内文化団体等が日頃の活動成果を発表する場として開催されている、砂川市民文化祭の経費の全額分を交付金として支出している。
また、平成20年度より行財政改革方針により交付金額の10％削減を行った。
令和６年度より公民館管理係から社会教育課社会教育係へ事務移管となった。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実　績　額

道 費 計　画　額

予算計上額

実施４カ年
合　　　計(6年度)

国 費 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額 324,000

そ の 他 計　画　額

予算計上額

事 業 費 合 計 計　画　額 324,000

予算計上額 324,000

予算計上額 324,000

実　績　額

実　績　額 0

事業費予算の
内容

砂川市民文化祭
交付金　324千
円

砂川市民文化祭
交付金　324千
円

砂川市民文化祭
交付金　324千
円

砂川市民文化祭
交付金　324千
円

前年度予算と
の比較

（増減理由）

前年度同額 前年度同額 前年度と同額 前年度同額

実績との比較
（増減理由）

新型コロナウイ
ルス感染症拡大
防止対策のため
事業を中止した
ことによる減

同額 同額

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値 324,000 324,000 324,000 324,000 324,000 500,000 324,000 324,000 324,000

実績値 0 324,000 324,000

計画値 15.0 14.5 14.5 14.0 13.5 13.5 13.0 13.0 12.5

実績値 － 6.3 7.8

達成されている

変わらない

少し上がっている

総合評価 良好である

自己分析：
事業の実現はで
きなかったが、
実行委員会組織
の各構成団体か
ら選出される役
員を中心として
開催されてお
り、それなりに
砂川市の文化活
動を活性化に寄
与している。

自己分析：
令和元年度以来
の通常開催を
行った。令和元
年度と比較する
と、発表者、鑑
賞者は減少した
ものの、新型コ
ロナウイルス感
染症の拡大対策
や事業企画を文
化活動を行って
いる団体で組織
する実行委員会
が主体的に運営
を行いつつ、市
民に文化活動に
触れる機会を提
供することがで
きたことから、
それなりに実績
が上がってい
る。

自己分析：
活動指標は計画
値を達成し、当
初の予定通りの
交付金額となっ
た。
成果指標は計画
値に達しなかっ
たものの、前年
度と比較すると
発表者数、鑑賞
者数ともに増加
し、実行委員会
が主体的に運営
を行いつつ、市
民へ文化活動に
触れる機会を提
供することがで
きた。

判断理由：
令和元年度以来
の通常開催を
行った。令和元
年度と比較する
と、発表者、鑑
賞者は減少した
ものの、新型コ
ロナウイルス感
染症の拡大対策
や事業企画を文
化活動を行って
いる団体で組織
する実行委員会
が主体的に運営
を行いつつ、市
民に文化活動に
触れる機会を提
供することがで
きたことから、
それなりに実績
が上がっている
ことから「良好
である」と判断
した。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 現状のまま継続

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：交付金額(砂川市民文化祭実行委員会交付金)指標の求め方：交付金額(砂川市民文化祭実行委員会交付金)

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：市民文化祭市民参加率 指標の求め方：（出演・発表者数＋鑑賞者数）/住民基本台帳人口（３月末）×100

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/円）

324,000

成果指標１
（単位/％）

14.0

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
実行委員会が主体的に活動し、経費が限られるなどの制約の中、よ
り良い方法・手段を検討して、参加者（出場・出展・鑑賞者）も楽
しみながら芸術文化の振興を図る事業として実施されており、「現
状のまま継続」とした。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 × 過疎計画掲載 ×

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 － － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

520,000 520,000 520,000 1,560,000 520,000 520,000 1,700,000 520,000 520,000 520,000 520,000 2,080,000 5,340,000

520,000 520,000 520,000 1,560,000 660,000 0 2,220,000

231,200 214,100 408,844 854,144 0 0 854,144

520,000 520,000 520,000 1,560,000 520,000 520,000 1,700,000 520,000 520,000 520,000 520,000 2,080,000 5,340,000

520,000 520,000 520,000 1,560,000 0 0 660,000 0 0 0 0 0 2,220,000

231,200 214,100 408,844 854,144 0 0 0 0 0 0 0 0 854,144

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

実績との比較
（増減理由）

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染
症拡大防止対策の
ため「みんなの音
楽まつり」を中止
したことによる減

「空知管内郷土芸術祭
負担金」の減　17千円
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症拡
大防止対策のため「み
んなの音楽まつり」を
中止したことによる減
283千円

上部団体負担金
の減
「みんなの音楽
まつり」事業内
容確定による減

前年度予算と
の比較

（増減理由）

みんなの音楽ま
つり実施内容見
直しによる交付
金の減

前年度同額 前年度と同額 「空知管内郷土
芸術祭兼道民芸
術祭」開催地負
担金の増

実　績　額 0

事業費予算の
内容

文化協会補助金
          37千円
文化振興事業補助
金       200千円
みんなの音楽まつ
り交付金 283千円

文化協会補助金
          37千円
文化振興事業補助
金       200千円
みんなの音楽まつ
り交付金 283千円

文化協会補助金
          37千円
文化振興事業補助
金       200千円
みんなの音楽まつ
り交付金 283千円

文化協会補助金
　　　　  37千円
文化振興事業補助金
340千円
みんなの音楽まつり
交付金 283千円

事 業 費 合 計 計　画　額 660,000

予算計上額 660,000

予算計上額 660,000

実　績　額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額 660,000

そ の 他 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

実　績　額

道 費 計　画　額

予算計上額

実施４カ年
合　　　計(6年度)

国 費 計　画　額

予算計上額

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

昭和42年に、砂川市の芸術・文化の発展に寄与することを目的として設立された文化協会の活動支援として運営費の一部を補助している。
また、平成20年度より行財政改革方針により上部団体への負担金相当額34,100円とした。
その後、上部団体の負担金が値下げされたことから現在の補助額33,000円となった。
令和６年度より公民館管理係から社会教育課社会教育係に事務移管となった。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

目的
(何のために実施する
のか）

文化協会の運営費及び事業費の一部を補助し、砂川市の芸術・文化の振興を図る。
・砂川市文化協会に対し運営費の一部を補助する（空知文化団体連絡協議会への負担金分）。
・砂川市文化協会が主催し実施する文化振興事業費を補助する。
・砂川市文化協会が主催し、令和元年度より新たに実施する音楽振興事業費を補助する。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

砂川市文化協会
砂川市の芸術・文化の発展に寄与することを目的として設立された文化協会に対して補助金を交付することにより、活
動を支援し、市民の芸術文化振興を図る。

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 文化協会支援事業 昭和43年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 3－4－1 社会教育課社会教育係



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値 588,000 588,000 588,000 588,000 588,000 588,000 588,000 588,000 588,000

実績値 231,200 214,100 408,844

計画値 170 170 160 150 150 140 140 130 130

実績値 － 131 131

ほぼ達成されている

あまり上がってい
ない

上がっている

総合評価 良好である

自己分析：
砂川市文化協会
が主催し事業を
実施すること
で、市民文化の
振興を図ること
ができ、文化協
会の役割を明確
化することにつ
ながった。ま
た、市民の参加
も得られ、市民
文化の振興のた
めの意識付けに
つながっている
ことからも、一
定程度目的を満
たす実績は上
がってきている
ものと判断す
る。

自己分析：
砂川市文化協会
が主催し事業を
実施すること
で、市民文化の
振興を図ること
ができ、文化協
会の役割を明確
化することにつ
ながった。ま
た、市民の参加
も得られ、市民
文化の振興のた
めの意識付けに
つながっている
ことからも、一
定程度目的を満
たす実績は上
がってきている
ものと判断す
る。

自己分析：
活動指標・成果
指標ともには計
画値に達しな
かったが、砂川
市文化協会が主
催する事業を支
援することで市
民文化の振興を
図るとともに、
文化協会の役割
を明確化するこ
とに繋がった。

判断理由：
砂川市文化協会
が主催し事業を
実施すること
で、市民文化の
振興を図ること
ができ、文化協
会の役割を明確
化することにつ
ながった。ま
た、市民の参加
も得られ、市民
文化の振興のた
めの意識付けに
つながっている
ことからも、一
定程度目的を満
たす実績は上
がってきてお
り、「良好であ
る」と判断し
た。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 現状のまま継続

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
文化協会の活動を支援する事業として必要であり、砂川市の芸術・
文化振興を図る取組について、文化協会と協議しながら事業内容を
検討していくことから、「現状のまま継続」とした。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/円）

588,000

成果指標１
（単位/人）

160

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：文化協会加盟団体合計会員数 指標の求め方：文化協会加盟団体合計会員数

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：補助金額 指標の求め方：補助金額



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 × 過疎計画掲載 ×

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 － － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

7,278,000 7,278,000 0 0 7,278,000

7,278,000 7,278,000 0 0 7,278,000

7,256,420 7,256,420 0 0 7,256,420

7,278,000 0 0 7,278,000 0 0 0 0 0 0 0 0 7,278,000

7,278,000 0 0 7,278,000 0 0 0 0 0 0 0 0 7,278,000

7,256,420 0 0 7,256,420 0 0 0 0 0 0 0 0 7,256,420

目的
(何のために実施する
のか）

砂川の現代史（平成元年から令和３年（新庁舎竣工）まで）を記録、保存することで、砂川の歴史・文化を後世の人に
伝承するとともに、市民の郷土に対する理解と関心魅力を深め、今後の魅力あるまちづくりに資するものである。

指名型プロポーザル方式で企画提案・実績・進行・見積もりなどを評価・検討したうえで、最も適切な業者を選定し、
市史編さん委員と協働で編さん作業を進める。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

市民及び市内外の関係機関 市史を発行し、市民及び市内外の関係機関等に配付することにより砂川の歴史・文化を伝えていく。

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 市史編さん事業 平成29年度　～　令和３年度

事業性質区分 新規・継続 3－4－2 総務課庶務係

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

昭和46年２月に開基80周年を記念して「砂川市史」を刊行。平成３年３月には開基100周年を記念して「私たちの砂川市史」を刊行以来、およそ30年振りの続編としての編さん作業となるが、目次構成などを普遍的な形式で編さんすることな
ど、将来的な続刊を想定した構成を検討。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実　績　額

道 費 計　画　額

予算計上額

実施４カ年
合　　　計(6年度)

国 費 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額

そ の 他 計　画　額

予算計上額

事 業 費 合 計 計　画　額 0

予算計上額 0

予算計上額

実　績　額

実　績　額 0

事業費予算の
内容

委員報酬
103,000円
費用弁償
3,000円
委託料
7,172,000円

前年度予算と
の比較

（増減理由）

制作委託費の支
出額の増額によ
るもの。

実績との比較
（増減理由）

委員の欠席によ
る減

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値 3

実績値 3

計画値 100

実績値 100

達成されている

上がっている

上がっている

総合評価 極めて良好である

自己分析：
令和3年4月26
日、令和3年10
月25日、令和4
年3月18日に砂
川市史編さん委
員会を開催し、
市史の最終校正
及び完成、頒
布、寄贈につい
て協議した。当
初の計画の通り
令和3年度中の
完成を迎え、進
捗状況であり良
好と判断する。

自己分析： 自己分析： 判断理由：
当初の計画の通
り令和3年度中
に完成すること
ができ、頒布も
予定通り完了し
たため「極めて
良好である」と
した。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 完了

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：市史編さん委員会 指標の求め方：市史編さん委員会開催数

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：市史編さん進捗状況 指標の求め方：市史編さん進捗状況

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/回）

成果指標１
（単位/％）

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
当初の予定通り令和3年度中に完成し、予定していた頒布も完了して
いることから「完了」とした。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 × 過疎計画掲載 ×

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 － － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

72,000 72,000 72,000 216,000 71,000 71,000 213,000 71,000 71,000 71,000 71,000 284,000 713,000

72,000 72,000 71,000 215,000 71,000 0 286,000

35,150 65,380 30,380 130,910 0 0 130,910

72,000 72,000 72,000 216,000 71,000 71,000 213,000 71,000 71,000 71,000 71,000 284,000 713,000

72,000 72,000 71,000 215,000 0 0 71,000 0 0 0 0 0 286,000

35,150 65,380 30,380 130,910 0 0 0 0 0 0 0 0 130,910

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

実績との比較
（増減理由）

開催回数の減 委員１名欠席 開催回数の減及
び委員欠席によ
る委員報酬・費
用弁償の減

前年度予算と
の比較

（増減理由）

前年度同額 前年度同額 費用弁償の減 前年度同額

実　績　額 0

事業費予算の
内容

委員報酬
69千円
費用弁償
 3千円

委員報酬
69千円
費用弁償
 3千円

委員報酬
69千円
費用弁償
 2千円

委員報酬 69千
円
費用弁償 2千円

事 業 費 合 計 計　画　額 71,000

予算計上額 71,000

予算計上額 71,000

実　績　額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額 71,000

そ の 他 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

実　績　額

道 費 計　画　額

予算計上額

実施４カ年
合　　　計(6年度)

国 費 計　画　額

予算計上額

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

平成20年に「街頭もちつき」を砂川市の無形民俗文化財として指定し、その保持団体に「砂川もちつき保存会」を指定した。
令和６年度より公民館管理係から社会教育課社会教育係へ事務移管となった。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

目的
(何のために実施する
のか）

砂川市の指定文化財を適切に保存し、有効に活用することにより、市民の郷土に対する認識や文化財に対する理解を深
める。

砂川市文化財保護条例の規定により指定した文化財について、「広報すながわ」、オアシス通信、公式ホームページ等
の媒体を介するなどして周知、活動記録の保存を行う。また、文化財保護審議会を開催し、砂川市の歴史・文化・自然
等で財産となりうる案件について調査審議等を行う。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

市民
各種媒体により周知することによって、砂川市指定文化財の認識や理解を深める機会が確保できる。また、文化財保護
審議会より文化財に関する見識が得られる。

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 指定文化財保存活用事業 平成20年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 3－4－2 社会教育課社会教育係



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値 ①3、②2 ①3、②2 ①3、②2 ①3、②2 ①3、②2 ①3、②2 ①3、②2 ①3、②2 ①3、②2

実績値 ③2、②1 ①２、②２ ①1、②1

計画値 1.76 1.74 1.71 1.65 1.62 1.59 1.56 1.53 1.50

実績値 － 0.08 0.04

ほぼ達成されている

あまり上がってい
ない

少し上がっている

総合評価 良好である

自己分析：
市の指定文化財
である「街頭も
ちつき」は、砂
川もちつき保存
会により活動、
保存されてい
て、令和３年度
は実施に至らな
かったが、年末
の街頭もちつ
き、北海道義士
祭などの活動が
ある。郷土に対
する認識や文化
財に対する理解
をそれなりに深
める機会となっ
ている。

自己分析：
市の指定文化財
である「街頭も
ちつき」は、砂
川もちつき保存
会により活動、
保存されてい
て、令和４年度
は実施に至らな
かったが、年末
の街頭もちつ
き、北海道義士
祭などの活動が
ある。郷土に対
する認識や文化
財に対する理解
をそれなりに深
める機会となっ
ている。

自己分析：
市の指定文化財
である「街頭も
ちつき」は、砂
川もちつき保存
会により活動、
保存されてお
り、令和５年度
は実施に至らな
かったため活動
指標、成果指標
ともに計画値を
達成しなかっ
た。
実施に至った際
には、年末の街
頭餅つきや北海
道義士祭での活
動など、郷土に
対する認識や文
化財に対する理
解を深める機会
となると考えて
いる。

判断理由：
市の指定文化財
である「街頭も
ちつき」は、砂
川もちつき保存
会により活動、
保存されてい
て、令和４年度
は実施に至らな
かったが、年末
の街頭もちつ
き、北海道義士
祭などの活動が
ある。郷土に対
する認識や文化
財に対する理解
をそれなりに深
める機会となっ
ており、「良好
である」と判断
した。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 現状のまま継続

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
指定文化財保存のためには保持団体活動の継続が必要であることか
ら、連携体制を密接にして会員数維持などに努めていく。また、文
化財保護審議会委員として活動の充実を図っていくため、文化財に
対する理解を深めていく必要があり、「現状のまま継続」とした。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/①回、
②回）

①3、②2

成果指標１
（単位/％）

1.68

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：文化財関連事業市民参加率 指標の求め方：文化財関連事業市民参加者数/住民基本台帳人口（３月末）×100

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：①指定文化財情報提供回数　②文化財保護審議会開催回数指標の求め方：①指定文化財情報提供回数をカウント　②文化財保護審議会開催回数をカウント



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 × 過疎計画掲載 〇

事業期間

新規(予算) 建設・建設外 建設
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 － － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

1,886,000 1,886,000 0 0 1,886,000

1,762,394 1,762,394 0 0 1,762,394

1,886,000 2,942,000 1,391,000 6,219,000 1,260,000 0 7,479,000

1,501,000 1,220,000 2,721,000 1,260,000 0 3,981,000

1,348,430 1,210,000 2,558,430 0 0 2,558,430

1,886,000 2,942,000 1,391,000 6,219,000 0 0 1,260,000 0 0 0 0 0 7,479,000

1,886,000 1,501,000 1,220,000 4,607,000 0 0 1,260,000 0 0 0 0 0 5,867,000

1,762,394 1,348,430 1,210,000 4,320,824 0 0 0 0 0 0 0 0 4,320,824

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

実績との比較
（増減理由）

見積り合わせに
よる減

見積合せによる
減

見積合わせによ
る減

前年度予算と
の比較

（増減理由）

新規事業のため
皆増

事業内容精査に
よる見積額の減

事業内容精査に
よる見積額の減

事業内容精査に
よる見積額の増

実　績　額 0

事業費予算の
内容

消耗品費
　  5千円
修繕料
1,886千円

消耗品費
    5千円
修繕料
1,496千円

修繕料
1,220千円

修繕料 1260千
円

事 業 費 合 計 計　画　額 1,260,000

予算計上額 1,260,000

予算計上額 1,260,000

実　績　額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額 1,260,000

そ の 他 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

実　績　額

道 費 計　画　額

予算計上額

実施４カ年
合　　　計(6年度)

国 費 計　画　額

予算計上額

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

市内各所に点在する史跡記念碑・標柱等が経年劣化してきたことから、令和３年度より破損・劣化の程度に応じて事業を開始。
令和６年度より公民館管理係から社会教育課社会教育係へ事務移管となった。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

目的
(何のために実施する
のか）

市の歴史を後世に伝える史跡記念碑・標柱等を修繕して良好な状態を保ちつつ管理し、郷土に対する愛着を育み、先人
の労苦を偲ぶ機会を提供する。

定期的に史跡記念碑・標柱等を点検し、破損・劣化の程度を把握しつつ、長期的視点から、もっとも経済的な費用とな
るよう、計画的に改修・管理を行い、管理していく。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

史跡記念碑・標柱等
史跡記念碑・標柱等を適切に管理することにより後世に継承でき、郷土に対する愛着を深め、先人の労苦を理解するこ
とができる。

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 史跡記念碑・標柱等修繕事業 令和３年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 3－4－2 社会教育課社会教育係



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値 21 21 21 21 21 21 21 21 21

実績値 21 21 21

計画値 3 3 3 3 3 3 3 3 3

実績値 3 3 3

達成されている

変わらない

上がっている

総合評価 良好である

自己分析：
定期的に史跡標
柱・開拓記念碑
等の点検を行
い、状態を把握
し必要な保護及
び軽微な補修を
行い、計画して
いた史跡・標柱
の修繕も実施で
きたことから、
一定程度事業目
的を達成できた
ものと評価す
る。

自己分析：
定期的に史跡標
柱・開拓記念碑
等の点検を行
い、状態を把握
し必要な保護及
び軽微な補修を
行い、計画して
いた史跡・標柱
の修繕も実施で
きたことから、
一定程度事業目
的を達成できた
ものと評価す
る。

自己分析：
定期的に史跡標
柱・開拓記念碑
等の点検を行
い、状態を把握
し必要な保護及
び軽微な補修を
行い、計画して
いた史跡・標柱
の修繕も実施で
きたことから、
一定程度事業目
的を達成できた
ものと評価す
る。

判断理由：
定期的に史跡標
柱・開拓記念碑
等の点検を行
い、状態を把握
し必要な保護及
び軽微な補修を
行い、計画して
いた史跡・標柱
の修繕も実施で
きたことから、
「良好である」
と判断した。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 現状のまま継続

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
定期的な点検を行い、史跡記念碑・標柱等の状態を十分把握すると
ともに、補修や冬場の養生など必要な管理を行い、可能な限り長く
状態が維持されるよう努めていくとともに、計画的に修繕を推進す
ることが必要であることから、「現状のまま継続」と判断した。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/基）

21

成果指標１
（単位/回）

3

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：史跡標柱・開拓記念碑の巡回点検等回数 指標の求め方：史跡標柱・開拓記念碑の巡回点検等回数

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：史跡標柱・開拓記念碑等の数 指標の求め方：史跡標柱・開拓記念碑等の数



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 × 過疎計画掲載 ×

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 － － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

155,000 155,000 155,000 465,000 155,000 155,000 465,000 155,000 155,000 155,000 155,000 620,000 1,550,000

155,000 155,000 155,000 465,000 155,000 0 620,000

154,800 154,800 154,800 464,400 0 0 464,400

155,000 155,000 155,000 465,000 155,000 155,000 465,000 155,000 155,000 155,000 155,000 620,000 1,550,000

155,000 155,000 155,000 465,000 0 0 155,000 0 0 0 0 0 620,000

154,800 154,800 154,800 464,400 0 0 0 0 0 0 0 0 464,400

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

実績との比較
（増減理由）

同額 同額 同額

前年度予算と
の比較

（増減理由）

前年度同額 前年度同額 前年度と同額 前年度同額

実　績　額 0

事業費予算の
内容

「郷土研究」発
行費を補助

「郷土研究」発
行費を補助

「郷土研究」発
行費を補助

「郷土研究」発
行費 155千円

事 業 費 合 計 計　画　額 155,000

予算計上額 155,000

予算計上額 155,000

実　績　額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額 155,000

そ の 他 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

実　績　額

道 費 計　画　額

予算計上額

実施４カ年
合　　　計(6年度)

国 費 計　画　額

予算計上額

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

昭和30年より発行の郷土研究誌「郷土研究」を編集している砂川市郷土研究会（昭和29年設立）に対し、郷土研究誌「郷土研究」の印刷費用を補助している。
また、行財政改革方針に伴い平成17年度に補助金額を10％削減している。
令和６年度より公民館管理係から社会教育課社会教育係へ事務移管となった。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

目的
(何のために実施する
のか）

郷土砂川の歴史を後世に伝承するため、郷土研究誌を発行する団体に対し補助を行う。 砂川の歴史を伝承する研究誌を発行している砂川市郷土研究会に補助をする。（定額補助）

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

砂川市郷土研究会 郷土研究誌を発行し、市内外の関係機関等に配布することにより砂川の歴史を伝えていく。

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 郷土研究会支援事業 昭和31年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 3－4－2 社会教育課社会教育係



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値 155,000 155,000 155,000 155,000 155,000 155,000 155,000 155,000 155,000

実績値 154,800 154,800 154,800

計画値 13 13 12 12 11 11 11 10 10

実績値 14 14 14

達成されている

上がっている

上がっている

総合評価 良好である

自己分析：
郷土研究会の中
心的な活動であ
る研究誌の印刷
製本費を助成し
ており、市の郷
土史等を後世に
残す貴重な資料
として位置づけ
られるものと
なっていること
から、目的を満
たす実績は一定
程度上がってい
るものと判断す
る。

自己分析：
郷土研究会の中
心的な活動であ
る研究誌の印刷
製本費を助成し
ており、市の郷
土史等を後世に
残す貴重な資料
として位置づけ
られるものと
なっていること
から、目的を満
たす実績は一定
程度上がってい
るものと判断す
る。

自己分析：
活動指標・成果
指標ともに計画
値を達成し、郷
土研究会の中心
的な活動である
研究誌の印刷製
本費を助成する
ことで、市の郷
土史等の貴重な
資料を後世に残
す活動の後押し
に繋がってい
る。

判断理由：
郷土研究会の中
心的な活動であ
る研究誌の印刷
製本費を助成し
ており、市の郷
土史等を後世に
残す貴重な資料
として位置づけ
られるものと
なっていること
から、「良好で
ある」と判断し
た。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 現状のまま継続

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
郷土研究誌は、郷土史を後世に伝えるために重要な資料であるとと
もに、郷土研究会の運営面においても主要な事業として機能してい
ることから、教育委員会としても側面的な支援を行うため、「現状
のまま継続」とした。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/円）

155,000

成果指標１
（単位/人）

12

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：郷土研究会合計会員数 指標の求め方：郷土研究会合計会員数

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：補助金額(郷土研究会補助金） 指標の求め方：補助金額(郷土研究会補助金）



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 × 過疎計画掲載 ×

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 － － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

467,000 1,000 1,000 469,000 1,000 1,000 3,000 1,000 1,000 1,000 1,000 4,000 476,000

467,000 1,000 1,000 469,000 1,000 0 470,000

466,334 1,000 1,000 468,334 0 0 468,334

467,000 1,000 1,000 469,000 1,000 1,000 3,000 1,000 1,000 1,000 1,000 4,000 476,000

467,000 1,000 1,000 469,000 0 0 1,000 0 0 0 0 0 470,000

466,334 1,000 1,000 468,334 0 0 0 0 0 0 0 0 468,334

目的
(何のために実施する
のか）

市の歴史を後世に伝える郷土資料について、適切に収集・管理するとともに、積極的な周知を行い教育資料などとして
有効に利活用を図ることにより、郷土に対する愛着や先人の知恵を知る機会を提供する。

市民等から情報提供を受けたなかから、砂川市に関連があり特に貴重と思われるものを重点的に収集し、適切に保存す
る。使用可能なものについては、教育資料として貸出しするなどして活用してもらう。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

市民
郷土資料を適切に収集・管理することにより後世に継承することができる。また、資料の積極的な周知を行い、活用の
機会を確保することにより郷土に対する理解や愛着を深めることができる。

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 郷土資料収集・管理・活用事業 昭和23年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 3－4－2 公民館管理係

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

視聴覚ライブラリーや郷土資料室に保存・収集している映像や音声資料のうち、郷土資料として後世に残すべき資料を選別し平成30年度(市政施行60周年)から令和３年度までの４年にわたりデジタル化を行った。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実　績　額

道 費 計　画　額

予算計上額

実施４カ年
合　　　計(6年度)

国 費 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額 1,000

そ の 他 計　画　額

予算計上額

事 業 費 合 計 計　画　額 1,000

予算計上額 1,000

予算計上額 1,000

実　績　額

実　績　額 0

事業費予算の
内容

消耗品費(用紙
代)
1千円
デジタルデータ
化委託料　466
千円

消耗品費(用紙
代)
1千円

消耗品費(用紙
代)
1千円

消耗品費（用紙
代）　１千円

前年度予算と
の比較

（増減理由）

用紙代1千円は
前年度同額。ﾃﾞ
ｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀ化委託
料9千円増額。

デジタルデータ
化委託料の減

前年度と同額 前年度と同額

実績との比較
（増減理由）

資料ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀ
化委託料見積合
わせ減

同額 同額

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値 50 50 50 50 50 50 50 50 50

実績値 106 426 628

計画値 10 10 10 10 10 10 10 10 10

実績値 3.5 5.7 6.5

達成されている

変わらない

上がっている

総合評価 良好である

自己分析：
１日当たりの利
用者数は令和２
年度より１人減
少しているが、
小学校の団体見
学など教育資料
として有効な利
活用が図られて
いて、一定の実
績が上がってい
る。ボランティ
アについては、
郷土資料室に関
連する事業の情
報提供を行い、
協力を呼び掛け
るなど、郷土資
料室活動に気軽
に参画できる関
係ができてきて
いる。

自己分析：
１日当たりの利
用者数は令和３
年度と変わらな
いが、小学校の
団体見学など教
育資料として有
効な利活用が図
られていて、一
定の実績が上
がっている。ボ
ランティアにつ
いては、郷土資
料室に関連する
事業の情報提供
を行い、協力を
呼び掛けるな
ど、郷土資料室
活動に気軽に参
画できる関係が
できてきてい
る。

自己分析：
１日当たりの利
用者数は令和４
年度と変わらな
いが、小学校の
団体見学など教
育資料として有
効な利活用が図
られていて、一
定の実績が上
がっている。ボ
ランティアにつ
いては、郷土資
料室に関連する
事業の情報提供
を行い、協力を
呼び掛けるな
ど、郷土資料室
活動に気軽に参
画できる関係が
できている。

判断理由：
１日当たりの利
用者数は令和３
年度と変わらな
いが、小学校の
団体見学など教
育資料として有
効な利活用が図
られていて、一
定の実績が上
がっている。ボ
ランティアにつ
いては、郷土資
料室に関連する
事業の情報提供
を行い、協力を
呼び掛けるな
ど、郷土資料室
活動に気軽に参
画できる関係が
できてきてお
り、「良好であ
る」と判断し
た。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 現状のまま継続

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：年度内に収集した資料数 指標の求め方：年度内に収集した資料数をカウント

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：郷土資料室利用者市民利用率 指標の求め方：郷土資料室利用者数/住民基本台帳人口（3月末）×100

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/点）

50

成果指標１
（単位/％）

10

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
魅力のある資料室となるよう展示資料の入れ替えや作成、さらには
郷土資料室内展示の改修を検討していく。小学校等の団体見学に利
用されており学習教材として利用されている。
視聴覚ライブラリーや郷土資料室に保存・収集している映像や音声
資料のうち、郷土資料として後世に残すべき資料を選別してデジタ
ル化し、適切に管理・保存し活用する。収蔵場所の狭隘化の対策と
して、引き続き資料の整理を進めることから、「現状のまま継続」
と判断した。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)


